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道内基幹産業の強靱化（企業支援） 学生向けの対応

 ロボット導入等に向けた普及啓発活動（セミナー・展示会等）
 IoT等のデジタル技術導入に向けた課題抽出・計画策定ワークショップ
 ロボット・ＩｏＴ導入に向けた社内人材、支援人材育成講座の実施

⇒相談拠点「スマートものづくり応援隊」を構築し、専門家派遣によるハンズオン支援

食関連・製造業へのスマート化・DX化支援

●産学官金24機関によるオール北海道体制
でのＤＸ推進コミュニティの構築と運営

●地域の中核的企業13社に、伴走型支援を実施

道内の中核企業への個別支援

地域ＤＸ促進活動支援事業
（経済産業省補助）

～2021

2022

ロボティクス・AI・IoT・Saas等のデジタル技術を活用した業務変革や新たなビジネスモ
デル構築を支援する取組みを通じ、担い手不足に悩む道内産業の労働生産性向上を図る。

１．ノーステック財団のDX支援関連事業の概要
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●デジタル技術やロボット等の導入促進に向け、ものづくり企業の社内
人材に対するノウハウ・スキル習得のセミナー、研修会を開催。
また、水平展開可能なモデル企業へのハンズオン支援も実施。

●ものづくり企業のグリーン・デジタル推進に関連するセミナー・相談会
の開催、専門家派遣・指導などを実施。

食・製造業支援

地域企業の先端技術人材確保・育成等事業
（北海道補助）

ものづくり産業におけるグリーン・デジタル推進事業
（北海道委託）

【DX推進プラットフォームの構築】
 「道内企業のDXポータル」サイトを構築
 ＤＸ事例やIT企業紹介、セミナー等の情報発信

普及・啓発

ものづくり産業高度化促進事業
（自主事業）

 ビジネスEXPOの場を活用し、
大学生等を対象とした企業
説明会、ロボット操作体験
講座等を実施

早期人材育成
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２．地域DX促進活動支援事業の概要（2022年度）
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北海道DX推進協働体

 地域の関係者が一体となって、地域企業のDX 推進に向けて連携・協働するコミュニティ

 経営・デジタルに関する専門的知見・ノウハウを持つ、産学官金の関係機関・団体等２４機関で構成
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 業種、規模制限はないが、地域未来牽引企業など地域経済の中心的な担い手企業を対象
 「ＤＸ推進指標」自己診断を実施し、その結果を（独法）情報処理推進機構に提出後、支援開始
 ①伴走型支援、②マッチング支援を受けた企業は、実施3年後まで決算資料に基づく労働生産性を報告

北海道の地域企業DX推進に向
けたコンセンサス形成活動

【実施概要】
1.協働体連携会議の開催

（2回：7月、3月予定）
2.セミナー開催
サイバーセキュリティ（10月21日）

DX実践事例報告（3月23日予定）

【自走化】

【代表機関】

地域企業のDX 推進に向けた課
題分析・戦略策定の伴走型支援

地域企業とソリューショ

ン提供事業者(ITベンダー

等)とのマッチング支援

 専門家支援チームを編成し、複数
回の支援を実施

 企業の状況に合わせ、デジタル技
術導入を主体とした『業務変革プ
ロセス支援』、デジタル技術を活

用した『ビジネスモデル変革支
援』を実施

 課題の詳細を聴取し、ソリューション提供事
業者との調整を行い、適切な事業者を紹介

 企業の要望に合わせて仲介のみではなく、ト
ライアル利用まで踏み込んだ支援を行う支援企業：①13社、②３社

↑各機関のメニューで支援

②

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

※その他、ノーステック財団独自に
ポータルWEBサイトの運営を行う
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 (一財)旭川産業創造プラザ

 (一社)北見工業技術センター
運営協議会

 (公財)釧路根室圏産業技術
振興センター

 (一財)さっぽろ産業振興財団

 (公財)とかち財団

 (公財)道央産業振興財団

 (公財)室蘭テクノセンター

地域支援機関

• 地域企業情報の
提供

• 地域企業への技
術的フォローほかの
協力

(公財)北海道科学技術
総合振興センター

 (地独)北海道立総合研究機構

 (一社)北海道IT推進協会

北海道ITコーディネータ協議会

 (株)NTT東日本ｰ北海道

DX関係機関

 (一社)北海道機械工業会

 (一社)北海道食品産業協議会

地域業界団体
 (一社)

北海道商工会議所連合会

（道内42の商工会議所）

北海道商工会連合会

（道内152の商工会）

地域経済団体

北海道銀行

 (株)北海道共創パートナーズ

 (一社)北海道信用金庫協会

地域金融機関

北洋銀行

密な情報交換による的確な支援を選択・実施

 (独)中小企業基盤整備機構
北海道本部

 (公財)北海道中小企業総合
支援センター

中小施策機関

北海道電力(株)

事務局

北海道経済産業局

• 地域企業情報
の提供

• 金融視点からの
アドバイスほかの
協力

• 地域企業情報の提供

• 地域企業へのフォローほかの
協力

• 業界状況や会員企業の関
連情報提供

• 専門的アドバイスほかの協
力

• 専門的アドバイスや
ITベンダー紹介ほか
の協力

• 専門家派遣など連
携した施策展開に
よる効果的伴走支
援の実現

補助

運営WG（ノース/IT協/経産局）

（ノーステック財団）

（参考）北海道DX推進協働体について（参画機関24機関）
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３．伴走型支援の実施状況（概略）

・2022年6月～9月まで支援希望企業を募集し、下記の13社を支援企業に選定。

・ 「北海道DX推進協働体」の構成員である（一社）北海道IT推進協会、北海道ITコーディネータ協議会等

から専門家を輩出。各社2名以上で専門家支援チームを編成し、複数回の面談を実施。

・各企業の経営層やデジタル化推進を担う人材との対話を通じて、企業のＤＸ推進に向けた課題分析(※)・戦

略策定の伴走型支援やITベンダー等とのマッチング支援を実施。

・2023年度以降も、自主財源等を活用し取組みを継続。

【札幌市】
①札樽自動車運輸(株)
④西山製麺(株)

【釧路市】
③(株)釧路製作所

【帯広市】
⑥(株)トーシン
⑧(株)萩原建設工業

【深川市】
⑦(株)ホッコン

【函館市】
⑪(有)ホテルテトラ
⑫(株)大鎌電気

【当麻町】
⑨世良鉄工(株)

【美唄市】
⑩(株)道央メタル

【室蘭市】
⑬(株)西野製作所

【道央地域】
②北海道ワイン(株) 
⑤フィールド・クラブ(株)

※ 主な共通課題：社内一丸となった推進体制の構築、業務の最適化、デジタルツールの有効活用、デジタル人材の確保 等
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４．人材育成の取組み（①地域企業の先端技術人材確保・育成等事業）

・道内ものづくり企業の人手不足改善のため、デジタル化やロボット導入による生産性向上が必要。
・その一方で、先端技術に関して高度なスキルを持つ専門人材が不足。
・製造現場の技術者を対象に、道内各地でワークショップ形式や体験型の専門人材育成研修を開催。

【参加者】10/27札幌市 9名 【参加者】1/25札幌市 11名、1/26旭川市 10名 【参加者】10/25室蘭市 14名、2/10苫小牧市 9名
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４．人材育成の取組み（②道内企業と道内学生との交流機会の提供）

「ビジネスＥＸＰＯ」 （実行委員会事務局：ノース
テック財団）において、道内の大学生等向けの企業
説明会等を開催。

若年層に対する道内企業の魅力や認知度の向上、
仕事への意欲・関心を高める取組みを実施。

【開催実績】
2022年度：北海道科学大学３年生134名、札幌市立大学3年生4名
2021年度：北海道科学大学3年生88名、札幌市立大学3年生5名

北海道ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専門学校1年生4名
2020年度：札幌工業高校2年生80名、札幌琴似工業高校1年生80名

【2022年度開催状況】


